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平
成　

年
４
月
１
日
付
け
の
組
織
改
正

２０

に
よ
り
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
市
民
活
動
課
を

新
設
し
ま
し
た
。
課
内
に
は
３
つ
の
係
を

設
置
し
、
次
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
推
進
係
は
、
地
域
活
動
の
主
導
者

で
あ
る
区
長
、
組
合（
班
）長
を
支
援
し
て

い
く
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成

や
活
性
化
、
市
民
活
動
団
体
の
設
立
や
活

動
支
援
等
を
担
当
し
、
第
１
次
那
珂
市
総

合
計
画
の
施
策
の
一
つ
で
あ
る
「
市
民
と

の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
し
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
係
は
、
平
成　

年
度
に

１９

策
定
し
た
「
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
に

基
づ
い
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
形
成

す
る
た
め
、
市
民
・
地
域
・
事
業
所
・
行

政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
「 
男 
と

ひ
と

 
女 
が
と
も
に
輝
け
る
ま
ち
」づ
く
り
を
推

ひ
と進

し
ま
す
。

　

国
際
・
市
民
交
流
係
は
国
際
親
善
姉
妹

都
市
で
あ
る
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
、
友
好
都

市
で
あ
る
横
手
市
と
の
交
流
を
、
中
学
生

お
よ
び
市
民
を
通
し
て
実
践
し
、　

国
際
・

異
文
化
交
流
と
理
解
の
促
進
に
努
め
ま

す
。
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市
民
の
皆
様
が
住
む
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
の
ま

と
め
役
や
、
行
政
と
の
間
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
を
担
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
か
た
で
す
。

　

市
内
に
は　

の
行
政
区
が
あ
り
、　

人
の
区
長
さ
ん
と

７１

７１

　

人
の
副
区
長
さ
ん
（
鷺
内
区
お
よ
び
東
組
区
は
２
人
）

７３が
い
ま
す
。

　

区
長
の
主
な
仕
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
市
の
行
う
各
種
業
務
の
一
部
の
援
助
お
よ
び
協
力

○
市
か
ら
住
民
へ
伝
達
す
る
事
項
の
周
知
徹
底
の
協
力
お

よ
び
援
助

○
地
区
住
民
の
要
望
、
意
見
等
を
聴
取
し
て
市
へ
の
伝
達

○
地
区
全
体
の
問
題
に
つ
い
て
、
市
と
の
連
絡
調
整

◆
区
長
さ
ん
は
地
域
の
ま
と
め
役

◆
区
長
さ
ん
の
業
務
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副区長区　長区　名
樫村　紀男椎名　敏昭第　１
小林　保久原　　公史第　２
関　　　毅小澤　　富第　３
箕川　敏男白�　喜弘第　４
中嶋　紀夫安　　正敏第　５
宮崎　勝文中嶋　直幸第　６
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副区長区　長区　名
稲川　良一萩野谷一男本 米 崎
小澤　一夫大森　光一向　 山
生田目拶雄中庭　　純横 堀
飛田　勝市小薗井　昇堤
木野内忠雄大森　健一杉
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広報なか５月号３

副区長区　長区　名
加藤　　巖

�屋善次郎鷺 内
谷田部久雄
宮田　正紀

赤津　忠昭東 組
土屋久二男
平野　健一木戸田　保寄 居
赤津　健次軍司　光一仲 之 内
堀江　信一大和田　清堀 之 内
樫村　富雄宮田　久行下 宿 下
栗田　常雄横須賀　昭下 宿 上
�村　忠夫柏村　　武中 宿
柏村　國勝軍司　義康上 宿 １
住谷　貞次川野　勝行上 宿 ２
宇佐美健一杉山　義夫上 宿 ３
小橋　　順�沢　三男一 の 関
寺門　勝一�橋　　脩原 福 田
笹島　剛宏吉原　良一仲 福 田
後藤　　衛後藤　利雄下 福 田
圷　　　幸岩間　辰雄かしま台
飛田　　捷平原　俊次ときわ台
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副区長区　長区　名
小貫　暎夫小貫　忠雄下 江 戸
大曾根一夫秋山不二夫大 内
堀江　一一小堆　幹治田 崎
小田部陽一郎美山　哲男立 石
檜山　忠雄檜山　英治宿
助川　良一大武　文雄若 宮
大場　昶昭水野　一男中 谷 原
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副区長区　長区　名
小沼　　浩金子　　巖静
檜山　　進寺門　征也下 大 賀
渡辺　久雄和田　善一瓜 連 上
助川　　勇萩野谷俊一瓜 連 中
安　　二郎秋野　一郎瓜 連 下
寺門　一行佐藤　　衛古 徳
小沼　永治小圷　宏治中 里
�畠　重造山�　行雄鹿 島
山口　善行松川　明男平 野 １
佐藤　博行谷島　貞男平 野 ２
小野瀬一則濱岡　秀典平 野 ３
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副区長区　長区　名
木名瀬正造寺門　光男第　１
鈴木　重成小泉　　正第　２
古橋司農夫�野　四郎第　３
龍�　　清高畑　松雄第　４
野坂　　登綿引　嘉道第　５
仲田　　稔仲田　正義第　６
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副区長区　長区　名
海野　一郎小林　勝美第　３
綿引　弘之市毛　　勇第　４
海野　藤男和地　　努第　５
田口　良一中井川喜作第　６
�澤　光一�澤　　宏第　７
鈴木　秀義根本　昭榮第　８
飯村　正一桐原　陽一第　９
袴塚　　勇寺門利久男第　１０
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副区長区　長区　名
車田　　務峯島　　壽野 仲
増子　孝之寺門　　�上 宿
三田寺正義廣瀬　眞澄中 宿
井上　　清鈴木　文夫田 向
鈴木　重夫杉山　　肇後 台 ３
後藤　和夫中山　祥二中 台 １
菊池　義敬鈴木　孝雄中 台 ２
根本　良久鈴木　正徳中台津田
海老澤季雄中川　忠雄東 木 倉
滝澤　三郎�橋　正夫西 木 倉
宮田　経詔山田　　進豊 喰
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問い合わせ

市民活動課　自治推進係

　　　　　　�２９８－１１１１　内線４８４

（平成２０年４月１日現在）
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■
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
手
続
が
こ
ど
も
課
で
も

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
は
、
今
ま
で
健
康
推
進
課

（
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」
内
）
で
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
、
こ
ど
も
課
に
お
い
て
も

交
付
い
た
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
健
康
相
談
や
出
産
等
の
相
談
が
あ
る
か
た

や
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
か
た
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
健
康
推
進
課
が
窓
口
に
な
り
ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ
先　

 

健
康
推
進
課
母
子
保
健
係
�
２
７
０
・
８
０
７
１
）

　
■
出
生
に
伴
う
予
防
接
種
予
診
票
の
配
布
が
こ
ど

も
課
に
変
わ
り
ま
し
た

　
■
妊
婦
健
診
費
用
の
助
成
回
数
が
増
え
ま
し
た

　

妊
婦
健
診
時
に
か
か
る
費
用
の
助
成
を
、
こ
れ
ま
で

の
２
回
か
ら
５
回
に
拡
大
し
ま
し
た
。

（
問
い
合
わ
せ
先

 

健
康
推
進
課
母
子
保
健
係
�
２
７
０
・
８
０
７
１
）

　
■
子
育
て
短
期
支
援
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た

　

児
童
の
養
育
者
が
疾
病
等
に
よ
り
一
時
的
に
家
庭
に

お
け
る
養
育
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、
市
内
の
児
童
養

護
施
設
に
お
い
て
、
児
童
を
お
預
か
り
い
た
し
ま
す
。

　
■
学
齢
児
童
マ
ル
福
が
始
ま
り
ま
し
た

　

４
月
か
ら
新
た
に
始
ま
る
「
学
齢
児
童
マ
ル
福
」
は
、

小
学
生
を
対
象
と
し
て
、
入
院
時
の
医
療
費
（
保
険
適

用
分
）
の
一
部
を
、
市
が
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　
■
木
崎
学
童
保
育
所
が
開
所
し
ま
し
た

　

４
月
に
木
崎
学
童
保
育
所
が
開
所
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
市
内
す
べ
て
の
小
学
校
区
（　

学
区
）
に
、

１１

学
童
保
育
所
を
整
備
す
る
目
標
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。
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課
に
は
２
係
１
室
を
設
置
し
、
次
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
係
は
、「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
」
の
策

定
等
に
関
す
る
業
務
の
ほ
か
、「
医
療
福
祉
費
助
成
（
マ
ル
福
）」
に

関
す
る
業
務
等
を
担
当
し
、
子
育
て
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

　

保
育
係
は
、
児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
に
関
す
る
業

務
、
保
育
所
・
学
童
保
育
所
の
入
退
所
に
関
す
る
業
務
等
を
行
い
、

働
く
ご
家
庭
を
側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
児
童
相
談
室
は
、
子
ど
も
の
児
童
虐
待
等
の
養
育
に

関
す
る
相
談
や
、
母
子
家
庭
の
自
立
の
た
め
の
支
援
相
談
等
を

行
っ
て
ま
す
。

　

那
珂
市
の
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
網
羅
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

で
、
手
当
の
手
続
方
法
や
各
種
制
度
の
概
要
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
配
布
方
法

　

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
時
や
市
外
か
ら
の
転
入
手
続
き
の
際

に
お
配
り
す
る
ほ
か
、
市
内
の
保
育
園
、
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い

る
園
児
を
通
し
て
保
護
者
に
お
配
り
い
た
し
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
次
の
窓
口
で
も
ご

用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

○
配
布
窓
口

・
こ
ど
も
課

・
健
康
推
進
課

　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

「
ひ
だ
ま
り
」
内

・
瓜
連
支
所

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

「
つ
ぼ
み
」

　

行
政
組
織
を
見
直
し
、
子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図

る
た
め
、「
子
育
て
」
に
関
す
る
業
務
を
一
つ
の
課
に
集
約
し
た

「
こ
ど
も
課
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

■
子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
発
刊
し
ま
し
た

※市ホームページでもご
覧いただけますので、
ご利用ください。
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那
珂
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
つ
ぼ
み
」
は
、
平
成　

年
４
月
２
日
に
開

１９

所
し
て
以
来
、
た
く
さ
ん
の
お
子
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
が
お
越
し
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

子
育
て
に
つ
い
て
悩
み
を
お
持
ち
の
か

た
は
い
ま
せ
ん
か
。「
つ
ぼ
み
」
で
は
、
担

当
の
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
ま

ず
は
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
や
子
育
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
支
援
お
よ
び
育
成
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
活
動
の
場
と
し
て

「
つ
ぼ
み
」
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
、
親
同
士
、
子
ど

も
同
士
が
お
互
い
に
ふ
れ
あ
え
る
場
を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。
未
就
学
児
の
子
育
て

真
っ
最
中
の
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
ぜ

ひ
「
つ
ぼ
み
」
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

皆
様
、「
つ
ぼ
み
」
を
活
用
し
て
健
や
か

な
子
育
て
ラ
イ
フ
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

※上記は概要を示したものです。詳細は、市地域子育て支援センター「つぼみ」までお問い合わせください。

問い合わせ　那珂市地域子育て支援センター「つぼみ」　�２９５－７９３４

備　　考場　　　所日　　　時対　象内　容事業名

有料（保険・教材費）／
要登録／８月は休み

菅谷保育所（６０組）
額田保育所（４０組）

毎週金曜日（５月～２月）
９：３０～１１：３０

０歳児～
就学前児

保育所で
遊ぼう！

ふれあいの
集 い

該当するかたには通
知します菅谷保育所

【６月】①１４日／②２８日
【９月】①６日／②１３日
【１１月】①８日／②１５日
【２月】①７日／②２１日

２歳６か
月～２歳
８か月児

「親子で遊ぼ
う」と講話
（①子育て
②発達・保健）

子育て教室

有料（保険・教材費）／
要登録／８月は休み

次の学童保育所（①横堀②額
田③菅谷④菅谷東⑤菅谷西⑥
五台）と⑦ふれあいセンター
よしの（学区対象７か所）

週２回開催（５月～２月）
９：３０～１１：３０
①②⑥⑦会場は火・木曜日
③④⑤会場は水・金曜日

３歳児
学区で
仲間づくりを
しよう！

フレンドリー
保 育

無料
子育て支援センター「つぼみ」月～金曜日

９：００～１７：０００歳児～
就学前児

情報交換の場や
親子遊びの場を
提供

あ そ び の
広 場

本米崎学童保育所月・火・水曜日
９：００～１４：００

無料／直接会場まで
お越しください／専
任講師が指導します

菅谷保育所
５月８日、６月２６日、７月１０日、
９月１１日、１０月２３日、１１月２０日、
１月２２日　１０：３０～１１：００２・３歳

児親子が
中心　　

リトミック
リ ズ ム の
広 場

ふれあいセンターよこぼり
９月１９日、１２月１２日、
３月６日（日程は予定）
１０：００～１０：４０

エアロビクス

無料／お父さんが参
加してください

菅谷保育所の庭
（雨天時は室内）

第２・４土曜日
９：３０～１１：３０２歳児～お父さんの

保育を応援！
父 と 子 の
広 場

主な子育て支援事業（平成２０年度）
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つ
ぼ
み
」
に

 

外
遊
び
場
が
で
き
ま
し
た

「あそびの広場」では、室内遊びのほか、外
遊びもできるようになりました。小型総合
遊具と砂場があります。お子様をのびのび
と遊ばせる場としてご利用ください。
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皆
様
も
ご
活
用
く
だ
さ
い

「つぼみ」は子育てサークルに活動の場を提
供しています。この日は、子育てサークル
「フラワー」の皆さんが、今後１年間の活動
について話し合う場として利用されました。
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住宅用火災警報器の取付場所と注意事項

●義務設置 

寝室・階段（煙式）
※２階に寝室がない
場合は、階段を除
く

●任意設置

台所・居室（煙式ま
たは熱式）

�������	
�����
����������������������	
����

�������
通常の壁面からの取付位置

６０６０cmc 以上

火災警報器の中心を壁から６０cm以上離します

１．５mm以上

換気扇やエアコンの吹き出し口から１．５m以上
離します

エアコンなどの吹き出し口付近の
取付位置

問い合わせ　市消防本部予防課　�２９５－２１１４

 梁 などがある場合の取付位置
はり

６０６０cmc 以上

火災警報器の中心を梁から６０cm以上離します

�������

１５１５ccm以上

５０５０ccm以内

設置可能範囲可

天井から１５～５０cmの範囲に火災警報器の中
心がくるように取り付けます
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（ ）
　近年、住宅火災による死者が増え、平成１５年以降連
続して１，０００人以上のかたが住宅火災で亡くなってい
ます。住宅火災で亡くなった人のうちの６～７割は
「逃げ遅れ」が原因で命を落としています。特に、就寝
中における火災での逃げ遅れが多く、火災の発生を早
く知っていれば、助かったかたも多かったのではない
かと推測されます。
　このことから、住宅火災による死者を減らすため、
平成１６年に消防法が改正され、すべての住宅に住宅用
火災警報器の設置が義務づけられました。

　住宅用火災警報器とは、住宅火災による煙または熱
をいち早く感知し、火災の発生を警報音や音声で知ら
せてくれる警報器です。住宅用火災警報器の設置によ
り、万一、火災が発生した場合でも、素早く避難がで
きるようになります。平成１８年６月１日以降に新築さ
れた住宅には、すでに適用となっております。また、
それ以前に建てられた住宅についても、那珂市火災予
防条例により義務付けられ、平成２０年６月１日から適
用となります。
　住宅火災の逃げ遅れによる死者を一人でも減らし、
あなたの大切な命を守る住宅用火災警報器を安全・安
心のために早めに設置しましょう。

　火災警報器の品質を保証するも
のには、日本消防検定協会の鑑定
マーク（NSマーク）が付いていま
す。（マークの付いている場所は
機種により異なります）

　住宅用火災警報器の設置義務化に伴い、高額な価
格、無理強い販売などを行う業者が増えていますので
ご注意ください。なお、消防職員、市職員が住宅用火
災警報器を販売することはありません。
　住宅用火災警報器は、クーリング・オフ対象商品で
す。契約日を含む８日間以内は契約の解除ができま
す。

○はっきり断る
○書類（契約書）には、押印やサインをしない
○相手が脅迫的な行動に出たときは警察に通報する

�������	とは

購入の際は�������を目安に

�������にご注意ください

悪質な訪問販売… ����に思ったら

かけがえのない生命と家族を守るために
住宅用火災警報器を設置しましょう

�������	

��������	
���
住宅火災で死に至った原因

（消防庁調べ：平成１７年中／放火自殺者等を除く） 

住宅用火災警報器等の設置の有無で見た
住宅火災１００件当たりの死者数

�������	
�����
�������	
�����

（消防庁調べ：平成１７年中／放火自殺者等を除く） 

住宅用火災警報器住宅用火災警報器を
設置しましょう
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◆計画策定の趣旨◆
　このたび「高齢者の医療の確保に関する法律」が制定され、各医療保険者に対してその加入者（４０歳以上７５歳未
満）に健診と保健指導を実施することが義務付けられました。
　これを受けて那珂市国民健康保険では、生活習慣病有病者・予備群を減少させて医療費増大を抑制するため、本
計画（計画期間は平成２０年度から平成２４年度までの５年間）を策定しました。

現状と課題について

◆医療費の動向◆
　那珂市国民健康保険の過去５年間の１人当たり医療
費の動向は表１のとおりです。
　年々増加の一途をたどり、さらにどの年度も茨城県
より上回っていることが分かります。
◆生活習慣病の現状◆
　那珂市国民健康保険の加入者（４０歳以上７５歳未満）
の平成１９年２月における外来受診状況は表２のとおり
です。１６，６００人の加入者のうち７，５７６人が医療機関に
受診し、約６割を占める４，３３２人が生活習慣病で治療
を受けていることが分かります。

■ 那珂市 
■ 茨城県 

３１６ 
２８５ 

３３４ 
３０１ 

３４３ 
３０７ 

３５９ 
３２０ 

３６０ 
Ｈ１４ 

４００ 
３５０ 
３００ 
２５０ 
２００ 
１５０ 
１００ 
５０ 
０ 

（千円） 

Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ 

１人当たり医療費（年額平均） 

３２３ 

◆取り組むべき課題◆
　那珂市国民健康保険の加入者について生活習慣病治療状況と基本健診結果を分析し、取り組むべき課題を設定し
ました。
○４０歳以上６５歳未満の健診受診率が低いため、受診率向上の取り組みが必要。
○医療費がかかる腎疾患・虚血性心疾患・脳血管疾患を引き起こす、高血圧症・脂質異常症・糖尿病が多いため、
その予防の取り組みが必要。
○５０歳代になると生活習慣病が５割を超えるため、４０歳代に焦点を当てた取り組みが必要。

　上記の取り組むべき課題を改善するために、目標を設定しました。
○高額医療の虚血性心疾患と長期医療の脳血管疾患を予防するため、その原因となる高血圧症や糖尿病などの有病
者・該当者を減少させます。
○内臓脂肪症候群の該当者・予備群が４０・５０歳代の男性に多いため、心疾患・脳血管疾患を予防して、より積極的
な行動変容に向けた支援を行います。
○内臓脂肪症候群の非該当者であっても、健診結果において高血圧と高LDL、高血圧と高血糖の重複があるかたの
割合が多いため、これら内臓脂肪症候群の非該当者における基礎疾患重複者に対しても生活習慣病予防の視点で
支援を行います。

課題改善のための目標設定について

表２：生活習慣病の状況

生活習慣病患者が持っていた病名生活習慣病
患者数

生活習慣病
以外の患者数実受診者数加入者数性別

高尿酸血症脳血管疾患虚血性心疾患糖尿病脂質異常症高血圧症
３３１人３５１人６２１人７６２人７７７人１，４９５人２，０２８人１，４２８人３，４５６人８，３０５人男
８０人３２５人５０９人６６６人１，２２９人１，６１７人２，３０４人１，８１６人４，１２０人８，２９５人女
４１１人６７６人１，１３０人１，４２８人２，００６人３，１１２人４，３３２人３，２４４人７，５７６人１６，６００人計

表１：医療費の動向

那珂市国民健康保険特定健康診査等実施計画を策定しました
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問い合わせ　保健福祉部　保険課　国保・医療係　�２９８－１１１１　内線１４５・１４６・１４７
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◆目標達成のための方策◆
　課題改善の目標を達成するために、次の方策を実施し、表３の目標値を設定しました。
【特定健診の受診率の向上方策】
○受けやすい環境整備や分かりやすい資料などを作成し、それをもとに情報提供など周知・啓発を進めます。

【特定保健指導の実施率の向上方策】
○予防効果が大きく期待できる特定保健指導の対象者を明確にし、確実に保健指導を実施できる体制づくりおよ
び、対象者の特性に応じた支援を取り入れ、個別保健指導を中心とした継続した活動を展開します。

【生活習慣病の有病者・該当者の減少方策】
○特定保健指導の対象者を選定し、学習教材を活用して効果ある保健指導に努め、医療費削減のため特定保健指
導の対象外者にも優先順位を付け、適切な保健指導を行います。

　日本内科学会を始めとする８学会により、生活習慣病の概念が提唱され、内臓脂肪が原因で発症する糖尿病や高
血圧症などの生活習慣病は、内臓脂肪を減らすことにより、予防が可能であることが明らかになっています。予防
可能な生活習慣病を減少させ、将来の医療費の伸びを抑えることは、市国保を持続可能なものにしていくために不
可欠で、被保険者の税負担を減らすことにもなります。
　自分の健康を守り、保険税や医療費など経済的負担を少なくするためにも、年１回の特定健診を積極的に受診し
ましょう。
　なお、那珂市国保特定健診等実施計画の詳しい内容は、那珂市のホームページに掲載されていますので、ご覧く
ださい。

年１回の特定健診を受診しましょう

　広報なか１月号から３月号で特定健診の受け方等をお知らせしましたが、特定保健指導の対象者になったかたは
どのような内容の支援を受けることができるかお知らせします。
＜特定保健指導の内容＞
　【情報提供】
　特定健診の受診者全員を対象に、健診結果から自らの身体状況を確認して、生活習慣を見直すための情報を提
供します。
　【動機付け支援】
　対象者が自らの健康状態を理解し、生活習慣改善のための自主的な取り組みを継続して行うことができるよう
保健師、管理栄養士等による個別相談・訪問指導を通して生活改善に向けてプログラムを対象者とともに考え、
実施に向けて支援します。
　【積極的支援】
　動機付け支援対象者と同様に、対象者の主体的な取り組みを継続的に支援します。

特定保健指導について

表３：各年度における目標値

平成２４年度平成２３年度平成２２年度平成２１年度平成２０年度内　　　容

６５％５７％４９％４１％３３％特 定 健 診 の 受 診 率
（または結果把握率）

４５％３７％３０％２２％１５％特定保健指導の実施率
（または結果把握率）
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問い合わせは、�２９８－１１１１　内線２０４

地域包括支援センターってどんなところ？
　地域包括支援センターは、地域で暮らす高齢の皆さんを、介護、福祉、健康、医療
などさまざまな面から総合的に支えるために、平成１８年から設けられました。
　介護予防や福祉サービスに関することなど、お気軽にご相談ください。

～身近な相談窓口として地域包括支援サブセンターもご利用ください～

サブセンター青燈会　　神崎・額田・菅谷地区（福田地域を除く） �２９５－５２８８

サブセンターゆたか園　福田・五台・芳野地区 �２９５－１２８７

サブセンターナザレ園　戸多・木崎・瓜連地区 �２９６－３４０５

介護予防をしたいとき 
相談してください　　 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

自立して生活できるように支援します 
　　　　（介護予防ケアマネジメント） 

◆介護保険や介護予防の相談 
◆心身の状態の維持・改善を目指し、適切
な介護予防のお手伝いをします。 

◆要支援１・２のかたの介護予防ケアマネ
ジメントを行います。サービス利用を希
望されるかたはご相談ください。 ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

生活の中で困っていることや心配な 
ことはありませんか？（総合相談支援） 

◆介護に関する相談や悩み、福祉や医療な
どの相談 

◆住宅改修に関する相談 
　　　　　　　　　　　　　　　　など 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

皆さんの権利を守ります（権利擁護） 

◆虐待に関する相談を受け、他の機関と連
携して高齢者の皆さんを守ります。 

◆金銭管理や契約に関する不安があるとき、
成年後見制度や地域福祉権利擁護の利用
を支援します。 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

専門職への支援 

◆地域のケアマネジャーに対する支援 
　　　　　　　　　　　　　　　　など 

　地域包括支援センターでは、主任ケアマネジャー、保健師、社会福祉士などの専門職員がそれ
ぞれの専門性を生かしながらさまざまな組織や人材と連携して、高齢者や家族の支援をします。 

保健師 主任ケアマネジャー 社会福祉士 

お年寄りの権利を 
守ります　　　　 

ケアマ
ネさん

の 

相談に
乗りま

す 
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環境課環境衛生係 
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地域と「わんダフル・パートナー」になろう！

　今月号から、資料館の事業や文化財関係を紹介しま
す。今回は、本館事業の主な内容です。
■展示

○常設展示

・那珂市の歴史が時代順に分かるようになっていま
す。「菅谷上宿大助祭の山車」をシンボル展示とし
て、ナカマチクジラの複製や縄文・弥生土器、古墳
の石室模型から額田城模型、那珂川の水運資料や政
治家根本正などが展示してあります。
・「昔の暮らし」をテーマとして、たらい・ランプなど
の生活用具の展示コーナーもあります。
○特別・企画展（年４回）

今年度は、「端午の節句」・「那珂八景」・「パイオニア
～郷土を拓いた人々～」・「雛祭り」です。

■市史編さん

　市内の史・資料を調査し、収集・整理・保存に努め、
それらを冊子にもまとめています。最近では『近世村
絵図』を刊行しています。
　現在は、市内の「社寺祀堂」・「大般若経信仰」およ
び瓜連地区の「石仏石塔」などを調査・整理していま
す。
■文化財の保護・保存

　那珂市には、国や県・市から指定された文化財が７８
件あります。これらの維持管理に努めるとともに、新
たな指定や保護・活用を進めています。指定文化財を
まとめた『那珂市の文化財ガイド』を備えています。
年中行事、講・祭礼などの影像保存事業も進行中です。

■埋蔵文化財の調査・保護

　地下に遺跡のある範囲を「包蔵地」といいます。住
宅建築などをする場合には、はじめに包蔵地かどうか
の確認をし、範囲内の場合は試掘をし、状況により発
掘調査に入ります。
　市内の『包蔵地分布地図』を頒布しています。
■講演・講座・相談（レファレンス）など

　展示講演・歴史講演（「光圀夫人泰姫と額田村万姫」
など）・出前講座（中央公民館「ふるさとの古文書を読
む」）などで、皆さんと一緒に学ぶと共に、「調べ」の
お手伝いもさせていただいています。

■問い合わせ／歴史民俗資料館　�２９７－００８０

那珂市戸崎４２８－２

犬の『しつけ』②

　犬の『しつけ』、具体的にはどうすればいいの…？の質問
にお答えして、いくつかご紹介します。

■日常に必要な『しつけ』（ふれあい方）

犬に「人間は、いつでも自分を持ち上げられる強い存在な
のだ！」というイメージを持たせることが目的です。
トレーニング／子犬のお尻に手を当てて、胸の前で「オス
ワリ」をさせるような形で抱き上げます。成犬は、後ろか
ら抱え上げます。

トレーニング／①飼い主が立てひざで座り、自分の 股 の間
また

に犬を入れて背面側から抱くようにして座らせます／②左
手で、子犬の前胸を、右手で下あごを持ち、しっかりと抱
いて動かないように静止させます／③じっとして動かなけ
れば「ヨシ、ヨシ」と褒めてなでます／④そのまま口の周
囲（マズル）を持ち、上下左右と自由に動かします。犬の下
あごに手をかけ、押さえ続けることをマズルコントロール
といいます／⑤マズルコントロールを続けることで、上下
関係を理解し、社会に適応した素直な犬に育ちます。犬が
大きくなっても必ず続けてください／⑥ホールドスチール
を終了するときは、いきなり犬を開放せず、徐々に拘束を
ゆるめていってください。
ポイント／①犬が嫌がってもすぐに放さないでください。
すぐに放すと、犬は「暴れたら解放してもらえる」と学習
してしまいます／②いきなり解放すると、犬が解放される
期待感を持つようになり、静止中に焦燥感（しょうそうか
ん：イライラ）を伴い、早く解放されることばかり考える
ようになります。もう少し抱かれていたいと思わせるよう
にするのが 秘  訣 です。

ひ けつ
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○散歩中に、「ふん」をしたときは必ず持ち帰りましょう。

○ペットボトル等で水を携帯し、「おしっこ」のあとを流し

ましょう。

犬の「ふん」放置や放し飼いに関する苦情が市に寄せ
られています。地域の皆さんの迷惑にならないよう、
飼い主のかたはマナーを守りましょう。

Ｂ　ホールドスチール（拘束静止法）

Ａ　持ち上げる

本館は那珂総合公園内にあります。平成６年５月の開館から

今年で１５年目を迎えました。
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　後台地内で発生した建物火災で危
険を顧みず人命救助活動を行った川
崎智昭さん（後台）に３月２５日、那
珂市表彰規則に基づき小宅市長から
感謝状が贈られました。
　２月２６日午前２時２０分ころ発生し
た建物火災現場から救出を求める声
を聞いた川崎さん。現場にいち早く
駆けつけ、はしごを使って１階屋根
で救助を待つ３人のかたを救出しま
した。受賞後、川崎さんは「皆さん
が無事で本当によかったです」と答
えてくださいました。

�����������������
人命救助に対し市表彰規則に基づき表彰

■企画課市政情報室広報係

　�２９８－１１１１　内線４３７

　入学式を間近に控えた４月５日、
新小学１年生になる児童とその保護
者を対象に、市中央公民館で新入学
児童交通安全のつどいが開催されま
した。県警の交通巡視員による着ぐ
るみの寸劇やアニメ上映が行われ、
信号機の見方や横断歩道の渡り方な
ど、分かりやすく指導していただき
ました。また、那珂高等学校吹奏学
部による演奏を聞いたり、演奏に合
わせて一緒に歌ったり、白バイの試
乗をしたり、子どもたちは楽しみな
がら交通ルールを学びました。

��������
新入学児童交通安全のつどい

� ��������������������������������
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　市の財務に関する事務の執行および
市の経営に係る事業の管理を監査する
監査委員に、石川憲男さん（菅谷）が
市議会の同意を得て市長から選任され
ました。
　また、固定資産課税台帳に登録され
た価格に関する不服を審査決定する固
定資産評価審査委員会の委員に、�林
一雄さん（瓜連）が市議会の同意を得
て市長から再任されました。

��������	
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【任期】
平成２０年３月２６日
～平成２４年３月９日

市監査委員

石川憲男さん

【任期】
平成２０年３月２９日
～平成２３年３月２８日

市固定資産評価審査委員会委員

�林一雄さん

　４月１１日、市は那珂市歯科医師会
（小林克男会長）と災害時の歯科医療救
護活動に関する協定を締結しました。
　志賀正三茨城県歯科医師会会長も同
席された調印式で、小林那珂市歯科医
師会会長は「那珂市、茨城県歯科医師会と連携を図りながら災害に対しての
対策をとります」と語りました。なおこの協定により、那珂市歯科医師会か
ら災害発生時の救護チーム派遣による救護所における無料治療等の協力が得
られることになりました。歯科医師会と同協定を締結したのは県内市町村で
那珂市が初めてです。
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災害時の歯科医療救護活動に関する協定

　４月６日に開催された平成２０年度第
１回那珂市消防団部長以上会議で役員
が改選され、これまで地域防災にご尽
力された飛田榮續団長（中台）、田中親
夫副団長（飯田）が勇退され、新たに
海野藤男団長（門部）、山田勝三副団長
（菅谷）、加藤昌次副団長（鴻巣）がそ
れぞれ就任されました。
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那珂市消防団で役員改選

写真左から加藤副団長、海野団長、小宅
市長、山田副団長

／地域を守る／消防団

　女性消防部団員入団式が４月２０日、
市消防本部で行われ、１６人の団員の皆
さんが晴れて入団しました。入団式で
は、後藤京子女性消防部長が「市民の
皆様のご理解と信頼をいただけますよ
う一生懸命努力してまいります」とあいさつし、今後の活動に向けて決意を
表明しました。
　災害時の情報収集や救護活動はもとより、日ごろから子どもたちへの防火
指導や高齢者への防火訪問、救命講習会での応急手当指導などに当たる女性
消防部が、当市の防災に大いに活躍されることが期待されています。
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那珂市消防団本部女性消防部団員入団式
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戸崎コミュニティセンター竣工式・コミセン完成祝賀の集い

地域の話題や身近な行事などありましたら、次までおしらせください。

　第３８回東日本高等学校女子ソフト
ボール大会が那珂総合公園、ふれあ
いの杜ほかで３月２６日から３０日まで
開催されました。
　北は北海道、南は静岡県から総勢
３２校が那珂市に集い、日ごろの練習
の成果を発揮した今大会。１部決勝
トーナメントでは埼玉栄高（埼玉）が
 柏  陵 高（千葉）を５対１、２部決勝
はく りょう

トーナメントでは藤枝順心高（静岡）
が高崎健康福祉大学高崎高（群馬）
を１対０でそれぞれ制し、栄冠を飾
りました。
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第３８回東日本高等学校女子ソフトボール大会

　春の全国交通安全運動が４月６日
から開催され、それに合わせて那珂
警察署管内でも１１日に同警察署前
とらぽーる前交差点で街頭キャン
ペーンが行われました。「気付いて
ね　黄色いぼうしと　赤信号」の運
動スローガンで交通事故防止と交通
安全意識を啓発浸透させるため、小
宅市長や水戸農業高等学校の生徒の
皆さんなど約６０人が信号待ちのドラ
イバーに笑顔で「安全運転を心掛け
てください」と、啓発チラシなどを
配り、交通安全を訴えました。
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春の全国交通安全運動

　地域の発展に深く寄与する交流の
場、戸崎コミュニティセンターが完
成し、３月３０日竣工式が盛大に行わ
れました。
　これまで交流の場として担ってき
た戸崎公民館の老朽化に伴い、地区
の強い要望によって、建設推進委員
会が発足。建設には、茨城県の「み
んなですすめる村づくり事業」・市の
「類似公民館建設事業」の補助を活
用し、不足する建設資金は篤志寄付
と、区民の浄財が集まり実現しまし
た。

　またこの竣工に伴い４月２０日に
は、「戸崎コミセン完成祝賀の集い」
が催されました。
　会場では、次々と披露される芸達
者な地元区民の演技で会場を沸か
せ、ビンゴゲームや餅つき、焼きそ
ば、豚汁が振る舞われるなど、コミ
セン内外で行われた多彩な催しに、
子どもから大人まで大いに盛り上が
り、完成を喜びました。
　今後は、意見交換や研修、そして
憩いの場として、地区活性の活動拠
点として広く利用されます。

�������	
������
軍司筑後守館跡　発掘調査現場説明会

　菅谷字仲之房東地内で宅地造
成に伴う埋蔵文化財の発掘調査
が２月１８日から始まり、調査最
後の３月２３日には、発掘調査説明会
が行われました。
　軍司筑後守館跡と称されるこの遺
跡は、中・近世の年代のものと分か
りました。調査した９０１�には土杭
３４基、井戸跡５基、溝状遺構３条、
堀２条、柱穴状遺構３３基が、また遺
物は１６世紀後半から１８世紀の近世遺
物が全体を占めており、陶磁器、 土 

は

 師  質  土  器 、石製品の主に日常雑器が
じ しつ ど き

多数出土しました。

　説明会には、市内外からおよそ
１５０人ほどが訪れました。堀の前で
は「遺跡は、中世の館跡と思われて
いましたが、堀の形が逆台形であっ
たことや出土した土器類から近世の
館跡であること。近世の館跡の発掘
例は少なく、貴重な発掘調査となり
ました」との大渕調査員の話に興味
深く耳を傾けていました。 
　写真左は、日常生活用の椀である
土師質土器が出土した姿です。
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� 人の動き �

那珂市の人口（４月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，８１３人 （－３８）
　女　　　２８，６１９人 　（－３２）
　計　　　５６，４３２人 （－７０）
世帯数　　２０，２９１世帯 （＋４０）

○出生　３２人
○死亡　４３人

（３月１日～３１日）

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　２０，８９８人

　（平成２０年３月末現在・
 前月比７９人減少）
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額 ２億６，７８０万円

　（平成２０年３月・
 前月比４６万円減少）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

� 今月の納税  �

○軽自動車税 全期

納期限：６月２日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／市収納課収納係

�２９８－１１１１　内線１７２・１７３

　ひたちなか農業協同組合から

　交通安全帽子を寄付

　子どもたちの登下校時の交通
事故を少しでも減らしたいと４
月３日、ひたちなか農業協同組
合から交通安全帽子５９５個の寄
付をいただきました。交通安全
への思いを込め、新入学児童全
員に配布されます。
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　４月２日、㈱ソニー・ミュー
ジックマニュファクチュアリン
グからDVDソフト６本が那珂
市に寄贈されました。この
DVDソフトは戸の㈱ソニー・
ミュージックマニュファクチュ
アリングで製造されており、皆
様にご活用いただけるよう、市
立図書館に配置されます。
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常陽銀行菅谷・瓜連両支店長か

ら防犯ブザーを寄付

　子どもたちを犯罪から未然に
防ぐために地域のお役に立てれ
ばと４月７日、常陽銀行菅谷支
店と瓜連支店の両支店長から防
犯ブザー５３０個の寄付をいただ
きました。このブザーは新小学
１年生全員に配布されます。
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３月１５日～４月１４日（敬称略）

ご協力ありがとうございます
善 意 銀 行 へ

ボイストレーニングなか ５，０００円
匿名希望 １，２６８円
（株）ソニー・ミュージックマニュファクチュアリング
 ５，２１９円
（財）日本原色押花福祉協会茨城支部
 ５０，０００円
野木　利三郎 １０，０００円
匿名希望 ２，８８０円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。

 �２９８－８８８１
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■市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

■ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

■メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

■おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／６月１７日（火）　１３：００～１７：００
場所／市役所（本庁）１階市民相談室
相談員／弁護士
　※事前に予約が必要です。
申し込み・問い合わせ／市秘書課市民

相談室　�２９８－１１１１　内線１１７

日時／６月２日（月）　※受付は先着順
　　　１０：００～１５：００（昼休みを除く）
場所／市役所（本庁）５階会議室
開設相談／

○行政相談
国の行政機関などが行っている仕事
についての苦情や意見・要望

○人権相談
人権を侵害されている問題や家庭内
のもめごとなど

相談員／行政相談委員、人権擁護委員、
法務局職員

問い合わせ／市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／６月４日（水）、１１日（水）、
１８日（水）、２５日（水）
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

日時／６月１９日（木）　９：３０～１１：３０
※前日までにご予約ください。
※定員は２１組です。

場所／

市総合保健福祉センター「ひだまり」
対象者／２歳～就学前のお子さん
内容／歯科衛生士による個別相談

歯垢染め出し・ブラッシング指
導・歯に関する相談
※希望時、身体計測（身長・体重）
や子育てに関する相談（保健師）
もできます。

持ってくるもの／

歯ブラシ（現在使用しているもの）、
コップ、タオル１枚、洗濯バサミ１個、
母子健康手帳
費用／無料
申し込み・問い合わせ／

市総合保健福祉センター「ひだまり」

健康推進課母子保健係　�２７０－８０７１

　農用地区域の土地を所有するかた
で、自己用住宅、農家住宅等転用計画
があるかたについては、除外申出を次
のとおり受け付けしますので、事前に
相談の上、手続きされますようお願い
します。
除外できる要件／

①平成２１年度内に確実に計画が実行さ
れること
②農用地区域以外に代替えすべき土地
がないこと
③除外後農用地区域の集団性が保たれ
ること
④除外後土地利用に支障が生じないこ
と
⑤土地基盤整備事業が完了した年度
（工事の公告完了後）から８年が経過
した土地であること
※決定は、申出受付終了時から７か月
以上かかります。
除外申出受付／

６月２日（月）～３０日（月）
提出先・問い合わせ／

市農政課農政係

�２９８－１１１１　内線２３３

��������
法律相談

農業振興地域整備計画の
変更申出書の受付について

こども歯科相談のおしらせ

��������

１日　那珂中央病院 （飯田）
�２９８－７８１１

８日　小野瀬医院 （後台）
�２９５－２２２１

１５日　かぼちゃクリニック （横堀）
�３５２－１１０７

２２日　えびすいクリニック（竹ノ内）
�２９５－８８８１

２９日　那珂記念クリニック （中台）
�３５３－２８００

■診療時間／９：００～１１：３０
※往診はしません。
※保険証は必ずお持ちください。
※診療時間外は、茨城県救急医療情
報コントロールセンター（県メ
ディカルセンター内）へお問い合
わせください。 �２４１－４１９９

心配ごと相談

行政・人権相談を開設します



１６

■市立図書館へ行こう！
　●新着図書のご案内

����

������������
世界は色でできている。けれど、あ
の思いが込められているのはただ一
つ――。
黄・青・黒・桃・赤・ターコイズブルー・
金・銀・白・深緑・灰色。
色をテーマに１１人の作家が描く珠玉
のアンソロジー。
（集英社ホームページから）
朝倉かすみ　ほか／
 ホーム社　集英社（発売）

��������	


【一般図書】
●「ライオンの冬」沢木冬吾／角川書店
●「逝年」石田衣良／集英社
●「菜種晴れ」山本一力／中央公論新社
●「孤塁の名人」津本陽／文藝春秋

●「かもめの日」黒川創／新潮社
●「とける、とろける」唯川恵／新潮社
●「風の牧場」有吉玉青／講談社
●「論理と感性は相反しない」
　　　　　　山崎ナオコーラ／講談社

●「マウス」村田沙耶香／講談社
●「まよいもん」松井雪子／幻冬舎
●「生命徴候あり」
　　　　　　久間 十義／朝日新聞社
 ほか　　

��������
「精霊の子」と呼ばれる少女に出会っ
たビリー。語りかける風と精霊に見
守られ、少年の成長の旅がはじまる。
各国で絶賛された新進作家の話題
作。
（中央公論新社ホームページから）
スーザン・エルダーキン著
星野真理 訳／中央公論新社

■���������������
●開館時間
平日　　　　　　　９：３０～１９：００
土・日曜日、祝日　９：３０～１７：００

�������	
�

�����

�����

�����

������

�������

�������

��������

�������

�������	�������	
６月 June

土金木水火月日

７６５４３２１
１４１３１２１１１０９８
２１２０１９１８１７１６１５
２８２７２６２５２４２３２２

３０２９

５月 May

土金木水火月日

３２１
１０９８７６５４
１７１６１５１４１３１２１１
２４２３２２２１２０１９１８
３１３０２９２８２７２６２５

市立図書館 

N●ひだまり 

● 
ジャスコ 

● 
カスミ 

●旧那珂町役場 
　　　　　跡地 

水
郡
線 

至水戸 

●Wonder 
GOO

旧
国
道
３
４
９
号 

国
道
３
４
９
号 

至常陸太田 

休館日



広報なか５月号１７

東
木
倉 

村
田　
　

一
心 

大
輔

平
野 

宮
田　
　

海
斗 

文
敏

菅
谷 

渡
辺　
　

こ
こ
ろ 

哲
男

後
台 

海
野　
　

莉
沙 

邦
男

菅
谷 

岩
佐　
　

夢
椛 

健
二

東
木
倉 

富
田　
　

剣
士 

忠
義

戸
崎 

和
田　
　

拓
磨 

真
幸

平
野 

梶　
　
　

瑛
心 

保
仲

鴻
巣 

�
橋　
　

空
雅 

秀
二

菅
谷 

井
出　
　

昊
明 

明
彦

菅
谷 

忍
垂　
　

芽
依 

常
雄

菅
谷 

赤
津　
　

遼
太
朗 

勝
弘

瓜
連 

渡
�　
　

舞 

毅

住
所　
　
　

氏
名　
　
　
　
　
　
　

年
齢

鴻
巣 

村
上　
　

邦
男 

　

歳
４３

北
酒
出 

郡
司　
　

は
る
い 

　

歳
７５

平
野 

石
井　
　

よ
し 

　

歳
８４

■材料　４人分
豚バラ肉……１２０ｇ、エビ……５０ｇ
キャベツ……１５０ｇ、ニラ……５０ｇ
レンコン……　５０ｇ、塩………小さじ１／２
長ネギ………（みじん切り）２５ｇ
ショウガ……（みじん切り）１片
にんにく……（みじん切り）１粒
コショウ…少々、ごま油…小さじ１
酒…大さじ１、醤油…大さじ１／２
オイスターソース…小さじ１
サラダ油…適宜
餃子の皮（大判）……２４枚
【たれ】　※お好みでどうぞ
長ねぎ………（みじん切り）小さじ１
にんにく……（みじん切り）少々
酢……大さじ１、醤油……小さじ２
　　　　　　

■作り方
①豚バラ肉、エビを粗く刻む。
②レンコンは皮をむいてみじん切りにして水
にさらし、キャベツ、ニラはゆでて細かく
刻む。よく絞り水分をとる。
③ボウルに①と塩を加えてよく絞る。粘りが
出たら、②とＡを加えて混ぜる。
④③にＢの調味料を加えて混ぜ、餃子の皮で
包む。
⑤フライパンにサラダ油を熱し、④を並べて
たっぷり熱湯を注ぐ。ふたをして、皮が透
明になるまで蒸し焼きをする。
⑥熱湯を捨て、焦げ目が付くまで焼き、仕上
げにごま油（大さじ１）を回しかけ盛り付
ける。

����

ヘルスメイトさんが作る健康料理�

�������	
�

額
田
南
郷 

清
塚　
　

セ
ツ 

　

歳
６９

鴻
巣 

宮
本　
　

佐
太 

　

歳
１０２

菅
谷 

平
野　
　

進 

　

歳
８６

西
木
倉 

山
田　
　

�
つ 

　

歳
７８

戸
崎 

叶
野　
　

和
夫 

　

歳
８０

瓜
連 

萩
谷　
　

昭 

　

歳
７９

菅
谷 

菅
野　
　

保
雄 

　

歳
５８

鴻
巣 

大
内　
　

明 

　

歳
８１

本
米
崎 

寺
門　
　

豊
子 

　

歳
５７

額
田
東
郷 

櫻
井　
　

敏
弘 

　

歳
６１

飯
田 

小
泉　
　

勲
夫 

　

歳
７６

戸
崎 

黒
澤　
　

英
一 

　

歳
６７

飯
田 

小
林　
　

常
吉 

　

歳
８８

中
台 

根
本　
　

と
� 

　

歳
７８

戸
崎 

平
松　
　

喜
久
枝 

　

歳
７４

飯
田 

小
泉　
　

ア
ミ
ー 

　

歳
２７

飯
田 

鈴
木　
　

�
一 

　

歳
９５

向
山 

大
橋　
　

榮 

　

歳
８４

西
木
倉 

飛
田　
　

勝
秋 

　

歳
６０

瓜
連 

佐
藤　
　

聖
知 

　

歳
７９

�
�
�
�

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

額
田
北
郷 

中
村　
　

将
大 

純
大

額
田
南
郷 

市
毛　
　

望
愛 

卓
也

菅
谷 

仲
田　
　

真
大 

賢
志

菅
谷 

青
木　
　

夢
萌 

亮
太

瓜
連 

柏　
　
　

俊
輔 

友
治

額
田
東
郷 

舩
橋　
　

夢
佳 

茂
久

竹
ノ
内 

小
田
倉　

心
音 

稔

中
台 

川
上　
　

尊
琉 

晴
巳

後
台 

増
子　
　

愛
理 

孝
伸

菅
谷 

菅
谷　
　

楼
紗 

潤

菅
谷 

矢
吹　
　

陸 

隆

後
台 

深
澤　
　

智
英 

�
隆

�
�
�
�
�

�

�
��

�
�
�
��

�
�
�

��

���
�
�
�
�

�
�
�
�

本
米
崎 

海
老
澤　

猛 

　

歳
７８

鴻
巣 

加
藤　
　

澄
江 

　

歳
５９

鴻
巣 

高
畠　
　

吉
見 

　

歳
８６

戸
崎 

近
江　
　

み
よ 

　

歳
８２

瓜
連 

川
野
邊　

フ
チ 

　

歳
９１

福
田 

高
橋　
　

凉 

　

歳
７９

後
台 

塩
野　
　

克
之 

　

歳
７４

菅
谷 

山
�　
　

よ
し
ゑ 

　

歳
７４

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

�
�

�
�

�

Ａ

■材料がはっきり分かるもので、安心安全
の餃子を子どもと一緒に作りましょう。
何度か作っていると手馴れておいしい餃
子ができます。皮まで作ればまさに本当
の手作り餃子ですね。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

戸（子ども食部会）

大武勢津子さん

�
�

�
�

�

Ｂ



１８

た
ち
の
住
む
瓜
連

に
受
け
継
が
れ
て

き
た
歴
史
に
つ
い

て
も
っ
と
知
り
た
い
」
と
い
う
情

熱
を
持
っ
た
皆
さ
ん
が
集
ま
る
瓜

連
歴
史
同
好
会
は
、
昭
和　

年
に

５７

「
瓜
連
町
の
歴
史
を
語
る
趣
味
の

会
」
と
し
て
発
足
し
た
ま
さ
に
歴

史
の
あ
る
会
で
す
。
現
在　

人
の

２８

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
毎
月
１
回
定

例
会
に
参
加
し
、
市
内
外
の
史
跡

や
歴
史
全
般
に
つ
い
て
熱
心
に
学

習
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
同
会
が
昨
年
度
一
年
間
を

か
け
て
、
瓜
連
地
区
の
石
仏
石
塔

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
調
査

は
、
市
史
編
さ
ん
事
業
に
協
力
す

る
も
の
で
、
同
会
と
し
て
も
一
年

を
か
け
て
深
く
調
査
し
た
初
め
て

の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
瓜
連
地

区
の
石
仏
石
塔
が
ま
だ
ま
と
め
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
を
知
り
、「
私
た

ち
と
し
て
も
協
力
で
き
た
ら
」
と

快
く
引
き
受
け
た
皆
さ
ん
。
点
在

す
る
子
安
観
音
や
如
意
輪
観
音
、

「
私

馬
頭
観
音
な
ど
の
石
仏
石
塔
を
一

つ
一
つ
見
て
回
り
、大
き
さ
、形
、特

徴
の
ほ
か
建
立
さ
れ
た
年
代
な
ど

を
調
べ
て
歩
き
ま
し
た
。
そ
し
て

こ
の
春
、
皆
さ
ん
の
活
動
が
実
を

結
び
、調
査
結
果
を
報
告
で
き
る
段

階
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
多
種
多
様
な
石
仏
石
塔
に
出

合
い
、
力
を
合
わ
せ
て
生
活
し
て

い
た
昔
の
生
活
を
想
像
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
石
仏
石
塔
か
ら

は
、
日
々
の
安
泰
と
子
の
成
長
な

ど
を
願
う
先
人
の
思
い
の
強
さ
が

じ
か
に
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
」
と

秋
野
一
郎
会
長
は
、
調
査
を
振
り

返
り
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
新
し
い
も
の
も
や
が
て
は
歴

史
に
な
り
ま
す
。『
温
故
知
新
』、

歴
史
を
知
る
こ
と
で
、
今
の
社
会

が
よ
り
分
か
る
よ
う
に
引
き
続
き

み
ん
な
で
活
動
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
」
と
同
会
は
、
こ
れ
か
ら
も

郷
土
を
見
つ
め
、
さ
ら
に
歴
史
に

つ
い
て
深
く
学
ぶ
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

第����回 

父・賢一さん　母・詠子さん
５月２２日生まれ（菅谷）

父・俊介さん　母・晴奈さん
５月２０日生まれ（菅谷）

父・智春さん　母・香織さん
５月２３日生まれ（菅谷）

思
い
や
り
の
あ
る

素
敵
な
女
の
子
に
な
っ
て
ね

明
る
く

心
の
優
し
い
子
に
育
っ
て
ね

お
姉
ち
ゃ
ん
と

ず
っ
と
仲
良
し
で
ね

��������� ���

まな か

��������� ���

ひ より

������� ���

ゆい

瓜連歴史同好会
（那珂市文化協会百趣部会所属）

������������������������������������������������������������������������������������������������												
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■石仏石塔調査

瓜連地区内の石仏石塔を調査
して回った皆さん。一つ一つ
の大きさ、形、特徴などを調べ
ました。

■講演会

年に１度開催する講演会。３
月１９日、秋野会長が「日本の鉱
業と その光と影」をテーマに、会
長自らが勤務していた足尾銅
山について講演されました。



広報なか５月号１９
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私
の
古
里
、
秋
田
県
鹿
角
市
と

言
っ
て
も
多
く
の
か
た
は
知
ら
な

い
と
思
い
ま
す
が
、秋
田
と
言
え
ば

「
き
り
た
ん
ぽ
」。
鹿
角
市
は
そ
の

発
祥
の
地
で
も
あ
り
、
国
立
公
園

十
和
田
・
八
幡
平
の
中
に
位
置
す

る
自
然
豊
か
な
土
地
で
、
雪
解
け

水
で
育
つ
お
米「
あ
き
た
こ
ま
ち
」

の
大
変
美
味
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

八
幡
平
に
登
れ
ば
温
泉
が
い
く

つ
も
あ
り
、
近
く
の
温
泉
で
も
効

能
が
違
い
た
く
さ
ん
の
温
泉
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
中

で
一
番
有
名
な
の
は
、
や
は
り
玉

川
温
泉
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
が
学
生
の
時
に
ア
ル
バ
イ
ト
で

お
世
話
に
な
っ
た
所
で
す
が
、
国

内
で
も
珍
し
い
泉
質
を
持
つ
温
泉

と
し
て
日
本
国
内
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
海
外
か
ら
も
訪
れ
る
と
の

こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
祭
り
の
多
い
鹿
角
市

は
、
日
本
三
大
ば
や
し
の
一
つ

「
花
輪
ま
つ
り
」や
一
千
年
以
上
の

伝
統
を
持
つ
舞
楽「
大
日
堂
舞
楽
」

な
ど
、
紹
介
し
き
れ
な
い
ほ
ど
歴

史
的
に
有
名
な
民
俗
文
化
の
残
る

ま
ち
で
す
。
花
輪
ま
つ
り
は
、
８

月　

日
、　

日
に
夜
を
徹
し
て
行

１９

２０

わ
れ
、
私
は
軽
快
な
演
奏
の
中
で

街
を
練
り
歩
く
山
車
に
乗
せ
て
も

ら
い
、
そ
の
臨
場
感
に
感
動
を
覚

え
て
い
ま
す
。
大
日
堂
舞
楽
は
、

正
月
２
日
に
行
わ
れ
る
大
日
霊
貴

神
社
の
例
祭
に
奉
納
さ
れ
る
伝
統

的
な
郷
土
芸
能
で
す
。
そ
の
舞
の

解
説
を
父
が
務
め
、
そ
の
傍
ら
で

毎
年
見
て
い
た
も
の
で
す
。
ほ
か

に
も
「
泣
く
子
は
い
ね
が
！
」
と

怒
鳴
る
な
ま
は
げ
に
、
怖
い
思
い

を
し
て
泣
い
て
い
た
こ
と
も
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

秋
田
は
佐
竹
藩
が
移
り
治
め
た

土
地
。
鹿
角
は
チ
ー
ム
名
の
利
用

に
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
か
た
が

来
ら
れ
た
り
と
、
意
外
と
茨
城
県

と
は
関
係
の
深
い
古
里
で
す
。
自

然
、
温
泉
、
祭
り
、
歴
史
、
味
そ

し
て
温
か
い
人
柄
を
持
つ
鹿
角
に

ぜ
ひ
足
を
運
ば
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
道
の
駅
「
あ
ん

と
ら
あ
」
の
味
噌
た
ん
ぽ
は
絶
品

で
す
よ
。

�

年
越
し
や
夫
の
手
造
り
蕎
麦
で
し
め 

萩
野
谷　

ヨ
シ
子

父
祖
の
地
を
守
り
田
植
え
の
準
備
か
な 

井　

坂　

光　

位

節
分
や
お
ぼ
ろ
と
な
り
し
月
の
影 

眞　

�　

蒼　

月

髪
染
め
て
こ
こ
ろ
も
変
身
春
の
風 

長
谷
川　

和
希
子

甘
き
風
日
暮
れ
青
田
の
水
匂
う 

飯　

島　

カ
チ
子

湯
上
が
り
の
し
ど
り
の
里
の
花
に
酔
う 

堀　

口　

白　

流

茶
摘
女
の
談
笑
も
ら
す
笠
の
中 

鈴　

木　

三　

風

老
鴬
に
孤
独
の
歩
み
た
し
か
な
り 

栗　

原　

三　

枝

恋
猫
や
無
口
な
老
い
の
ひ
と
り
言 

木　

内　

晴　

絵

麦
秋
の
野
を
従
え
て
筑
波
山 

塙　
　
　

静　

風

し
が
ら
み
の
市
議
選
煽
る
春
一
番 

秋　

野　

三　

峰

啓
蟄
や
動
き
出
し
た
る
耕
運
機 

栗　

原　

冨　

久

語
り
部
の
身
振
り
手
振
り
や
炉
火
あ
か
り 

堀　

口　

泉　

流

本
懐
の
握
手
が
ぬ
く
し
二
月
尽 

眞　

�　

一　

耕

【俳　句】瓜連かつらぎ俳句会

【短　歌】那珂短歌会

生
来
の
図
工
苦
手
も
デ
ジ
カ
メ
を
手
に
し 
際 
の
み
芸
術
家
な
り 

茂　

木　

千
栄
子

き
わ

チ
ュ
ッ
チ
ュ
ッ
と
鳴
け
る
小
庭
の
庭
雀 
亡  
妻 
の
使
者
か
と
窓
開
け
て
見
る 

関　

谷　

亀　

寿

つ 

ま

川
土
手
の
斜
り
に
菜
の
花
群
れ
咲
け
る
友
住
む
里
に
心
和
み
ぬ 

中　

崎　

美
登
利

春
の
香
を
求
め
て
山
に
分
け
入
れ
り
収
穫
物
に
ほ
く
そ
笑
み
つ
つ 

海　

野　

宏　

幸

花
粉
症
と
流
感
同
時
に
襲
い
来
て
二
月
は
苦
手
三
月
さ
ん
ざ
ん 

桐　

原　

富
貴
子

梅
沢
よ
隊
長
な
ら
ば
沖
縄
の
ガ
マ
を
め
ぐ
り
て
謝
罪
重
ね
よ 

仲　

沢　

照　

美

園
庭
の
桜
花
の
下
で
見
送
ら
む
名
残
を
惜
し
む
親
子
共
ど
も 

仲　

田　

歌　

子

放
縦
の
果
て
の
思
い
を
曳
き
い
る
や
砂
を
噛
み
て
は 
退 
く
冬
の
波 

秋　

葉　

静　

枝

の

七
十
路
を
過
ぎ
に
し
腕
に
残
り
た
る
力
で
今
日
も
菜
園
耕
す 

赤　

塚　

満　

夫

悠
然
と
戦
ふ
烏
鷺
を
流
し
目
に
見
や
り
桜
花
の
忙
し
な
く
散
る 

加　

藤　
　
　

要
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�������	

��������	

��������

かづの

中庭亜規子さん／横堀

■ふるさと一口メモ
　北東北３県（秋田・青森・岩手）のほ
ぼ中心に位置し、国立公園十和田湖
と八幡平の間に位置する市。寒暖の
差が非常に大きく、真夏日にもなれ
ば冬は寒さが厳しく降雪量も多い。
数多くの温泉を有し、豊富な湯量と
多彩な泉質が、大自然の景勝ととも
に楽しめる。
　多くの文化財であふれ、古い歴史
を持つ祭りが各地で行われている。
また、国の特別史跡に指定された大
湯環状列石（縄文時代後期）をはじ
め、縄文遺跡が点在する。
人口約３６，７００人

秋田県

鹿角市

▲



 

再生紙と大豆油インキを使用しています。 

　
私
は
８
年
前
か
ら
家
業
の
米
穀
店
に
勤

務
し
て
い
ま
す
。
仕
事
は
、
主
に
お
米
の

集
荷
販
売
と
、
店
が
登
録
検
査
機
関
で
あ

る
た
め
３
年
前
に
農
産
物
検
査
員
の
資
格

を
取
り
、
農
家
の
玄
米
の
等
級
格
付
け
も

担
当
し
て
い
ま
す
。 

　
趣
味
は
釣
り
と
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
と
バ
イ

ク
。
中
で
も
特
に
好
き
な
の
が
釣
り
で
、

今
年
の
１
月
に
は
「
ピ
ラ
ル
ク
ー
」
と
い

う
魚
を
求
め
、
南
ア
メ
リ
カ
の
赤
道
直
下

の
国
エ
ク
ア
ド
ル
ま
で
１
人
で
釣
り
の
旅

を
し
て
き
ま
し
た
。
帰
国
前
日
に
２
メ
ー

ト
ル
の
大
物
を
釣
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、

興
奮
が
冷
め
な
い
う
ち
に
日
本
に
帰
っ
て

き
た
の
は
、
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

と
な
り
ま
し
た
。 

　
小
さ
い
頃
か
ら
家
業
に
つ
い
て
は
手
伝

い
を
し
た
り
し
て
、
い
ろ
い
ろ
学
ん
で
き

ま
し
た
が
、
今
後
の
目
標
は
、
仕
事
に
関

し
て
父
に
負
け
る
も
の
は
無
い
と
言
え
る

く
ら
い
努
力
し
て
、
経
営
を
任
せ
て
も
ら

え
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

　文洞溜周辺に植樹した桜も元気
に育ち、春穏やかに年追うごとに
立派に咲いて見頃を迎えた４月６日、
観桜会が盛大に開催されました。 
　多くのかたが訪れ桜を愛でる中、
地元の子ども会、ボランティア組織のワ

ーキング委員会による綿菓子、豚汁、
焼きそばなどが振る舞われたり、
三世代交流の輪投げ大会が催され
たりと、大変な盛り上がりを見せ、
活性し続ける芳野地区を象徴する
賑やかな観桜会となりました。 

●温かな日差し、桜の下に集う三世代（観桜会・文洞溜） 

経営を任せてもらえる日まで 

福地康博さん 
本米崎　２９歳 

4040

横堀小学校　３年　中庭史央里さん 

かしま台保育園 
おうみゆうごくん(５歳） 

パパとママはなかよし！きょうは、
はなにかこまれてけっこんしき。 

さくらのはながきれいだね。おさ
んぽしたよ！ 

菅谷西幼稚園 
いいつかあかりちゃん(５歳） 

横堀小学校　５年　菊池瑞峰さん 横堀小学校　４年　福田瞳さん 

印刷／いばらき印刷株式会社 




